
令和８年８月２７日提出 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月市議会定例会議案 
 

（その２ 議案第７６号から議案第１０２号まで） 

 

 

 

 

 

 

 

木 更 津 市 



 

令和８年９月市議会定例会議案目録（その２） 

 

議 案 番 号 件        名 関 係 部 等 頁 

議案第７６号 令和８年度木更津市一般会計補正予算（第３号） 財 務 部 別冊 

議案第７７号 
令和８年度木更津市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号） 
健康づくり部 別冊 

議案第７８号 
令和８年度木更津市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号） 
健康づくり部 別冊 

議案第７９号 
令和８年度木更津市介護保険特別会計補正予算（第

１号） 
福 祉 部 別冊 

議案第８０号 令和７年度木更津市歳入歳出決算の認定について 財 務 部 １ 

議案第８１号 木更津市教育委員会委員の任命について 総 務 部 ２ 

議案第８２号 木更津市公平委員会委員の選任について 総 務 部 ３ 

議案第８３号 
木更津市固定資産評価審査委員会委員の選任につい

て 
総 務 部 ４ 

議案第８４号 人権擁護委員候補者の推薦について 総 務 部 ５ 

議案第８５号 人権擁護委員候補者の推薦について 総 務 部 ６ 

議案第８６号 人権擁護委員候補者の推薦について 総 務 部 ７ 

議案第８７号 手数料条例の一部を改正する条例の制定について 総 務 部 ８ 

議案第８８号 
木更津市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 
市 民 協 働 部 ９ 

議案第８９号 
木更津市夜間急病診療所の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 
健康づくり部 １０ 

  



 

議案第９０号 

木更津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

について 

こども未来部 １１ 

議案第９１号 

木更津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

こども未来部 １８ 

議案第９２号 

木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

こども未来部 ２２ 

議案第９３号 

木更津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

こども未来部 ２４ 

議案第９４号 

木更津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災

害の発生の防止に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

環 境 部 ２６ 

議案第９５号 
木更津市地区計画の区域内における建築物の制限に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 
都 市 整 備 部 ３２ 

議案第９６号 
木更津市景観条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
都 市 整 備 部 ３４ 

議案第９７号 工事請負契約の締結について 資 産 管 理 部 ３５ 

議案第９８号 工事請負契約の締結について 資 産 管 理 部 ３６ 

議案第９９号 工事請負契約の締結について 資 産 管 理 部 ３７ 

議案第１００号 工事請負変更契約の締結について 資 産 管 理 部 ３８ 

議案第１０１号 字の区域及び名称の変更について 都 市 整 備 部 ３９ 

議案第１０２号 令和７年度木更津市下水道事業決算の認定について 都 市 整 備 部 ６０ 

 



議案第８０号 

令和７年度木更津市歳入歳出決算の認定について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、次の令和７年度木更

津市歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

   令和７年度木更津市歳入歳出決算 

１ 木更津市一般会計歳入歳出決算 

２ 木更津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

３ 木更津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

４ 木更津市介護保険特別会計歳入歳出決算 

５ 木更津市公設地方卸売市場特別会計歳入歳出決算 

 

   附属書類 

１ 令和７年度各会計歳入歳出決算事項別明細書 

２ 令和７年度各会計実質収支に関する調書 

３ 財産に関する調書 

４ 令和７年度決算に係る主要施策成果説明書 

５ 令和７年度基金運用状況調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 令和７年度木更津市歳入歳出決算の認定を受けようとするものである。 

1



議案第８１号 

   木更津市教育委員会委員の任命について 

 木更津市教育委員会の委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

住              所 氏 名 生 年 月 日 

□□□□□□□□□□ 豊 田  雅 之 □□□□□□□□□□ 

令和８年８月２７日提出 

                       木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市教育委員会委員豊田雅之氏の任期満了に伴い、同氏を再度任命しようとするものであ

る。 
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議案第８２号 

   木更津市公平委員会委員の選任について 

 木更津市公平委員会の委員に次の者を選任したいので、地方公務員法（昭和２５年法律第２６

１号）第９条の２第２項の規定により、議会の同意を求める。 

住              所 氏 名 生 年 月 日 

□□□□□□□□□□ 渡 邉  秀 孝 □□□□□□□□□□ 

  令和８年８月２７日提出 

                          木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市公平委員会委員渡邉秀孝氏の任期満了に伴い、同氏を再度選任しようとするものであ

る。 
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議案第８３号 

   木更津市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 木更津市固定資産評価審査委員会の委員に次の者を選任したいので、地方税法（昭和２５年法

律第２２６号）第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求める。 

住              所 氏 名 生 年 月 日 

□□□□□□□□□□ 渡 邉  秀 孝 □□□□□□□□□□ 

令和８年８月２７日提出  

                         木更津市長  渡 辺  芳 邦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市固定資産評価審査委員会委員渡邉秀孝氏の任期満了に伴い、同氏を再度選任しようと

するものである。 
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議案第８４号 

   人権擁護委員候補者の推薦について 

 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

住              所 氏    名 生 年 月 日  

□□□□□□□□□□ 関 口  明 □□□□□□□□□□ 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市区域の人権擁護委員関口明氏の任期満了に伴い、委員候補者の推薦依頼があったので、

同氏を再度委員の候補者として法務大臣に対して推薦するため、議会の意見を求めるものである。 
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議案第８５号 

   人権擁護委員候補者の推薦について 

 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

住              所 氏    名 生 年 月 日  

□□□□□□□□□□ 𠮷 田  和 義 □□□□□□□□□□ 

令和８年８月２７日提出 

                          木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市区域の人権擁護委員𠮷田和義氏の任期満了に伴い、委員候補者の推薦依頼があったの

で、同氏を再度委員の候補者として法務大臣に対して推薦するため、議会の意見を求めるもので

ある。 
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議案第８６号 

   人権擁護委員候補者の推薦について 

 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

住              所 氏    名 生 年 月 日  

□□□□□□□□□□ 石 井  渓 □□□□□□□□□□ 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市区域の人権擁護委員石井渓氏の任期満了に伴い、委員候補者の推薦依頼があったので、

同氏を再度委員の候補者として法務大臣に対して推薦するため、議会の意見を求めるものである。 
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議案第８７号 

手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

手数料条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

手数料条例の一部を改正する条例 

手数料条例（昭和３１年木更津市条例第２号）の一部を次のように改正する。 

別表第１り災届出についての証明の項を削る。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

り災届出についての証明の手数料を見直し、災害の被災者への支援の充実及び行政サービスの

向上を図るため、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第８８号 

木更津市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

木更津市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を次のように制

定する。 

令和８年８月２７日提出 

                         木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

木更津市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

木更津市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例（平成６年木更津市条例第３号）の一

部を次のように改正する。 

第４条中「第２１条第２項」を「第１８条の３第１項」に改める。 

第１２条第１項中「第１９条第１項第１号ト」を「第１９条第１項第１号」に改める。 

  附 則 

この条例は、令和８年１０月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

地方自治法施行規則の一部を改正する省令（令和８年総務省令第８６号）の公布に伴い、関係

条文の整備をしようとするものである。 
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議案第８９号 

木更津市夜間急病診療所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

木更津市夜間急病診療所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定

する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

木更津市夜間急病診療所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

木更津市夜間急病診療所の設置及び管理に関する条例（令和６年木更津市条例第２８号）の一

部を次のように改正する。 

第２条の表木更津市夜間急病診療所の項中「中央一丁目５番１８号」を「新田三丁目４番３０

号」に改める。 

附 則 

この条例は、令和９年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津市夜間急病診療所の移転に伴い、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第９０号 

木更津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設

等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

木更津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦 

木更津市条例第  号 

木更津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設

等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

木更津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の

運営に関する基準を定める条例（平成２６年木更津市条例第１７号）の一部を次のように改正す

る。 

 目次中「第５１条・」を「第５１条―」に改める。 

第２条第６号中「小規模保育事業 」を「満３歳未満等小規模保育事業 」に改め、「規定す

る小規模保育事業」の次に「（同項第３号に掲げる事業を除く。）」を加え、同号の次に次の１

号を加える。 

(6の2) 満３歳以上限定小規模保育事業 児童福祉法第６条の３第１０項に規定する小規模保

育事業（同項第３号に掲げる事業に限る。）をいう。 

第２条第１１号の次に次の３号を加える。 

(11の2) 教育認定子ども 法第２７条第１項に規定する教育認定子どもをいう。 

(11の3) 満３歳以上保育認定子ども 法第２７条第１項に規定する満３歳以上保育認定子ど

もをいう。 

(11の4) 保育認定子ども 法第２９条第２項に規定する保育認定子どもをいう。 

第２条第２３号中「第４３条第２項」を「第４３条第４項」に改める。 

第６条第２項中「同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を

「教育認定子ども」に改め、同条第３項中「同条第２号又は第３号に掲げる小学校就学前子ども

に該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども又は満３歳未満保育認定

子ども（特定満３歳以上保育認定子どもを除く。）」に改める。 
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第７条第２項中「法第１９条第２号又は第３号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・

保育給付認定子ども」を「保育認定子ども」に改める。 

第１３条第４項第３号ア（ア）中「法第１９条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する

教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ども」に改め、同号ア（イ）中「法第１９条第２号

に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子

ども」に改め、同号イ中「以下イ」を「以下このイ」に改め、同号イ（ア）中「法第１９条第１

号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ども」に

改め、同号イ（イ）中「法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給

付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」に改める。 

第１４条第２項中「特定教育・保育を提供したことを証する書類」を「特定教育・保育提供証

明書」に改める。 

第２５条中「幼稚園」を「学校教育法第１条に規定する幼稚園」に、「学校教育法」を「同法」

に改める。 

第２９条第１項中「第３９条第４項」を「第３９条第５項」に改める。 

第３５条第１項中「法第１９条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付

認定子ども」を「教育認定子ども」に改め、同条第２項中「法第１９条第１号に掲げる小学校就

学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ども」に、「同条第２号に掲 

げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」

に改め、同条第３項中「同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」 

を「教育認定子ども」に、「同号又は同条第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・

保育給付認定子ども」を「教育認定子ども又は満３歳以上保育認定子ども」と、「同号」とある

のは「同条第２号」に、「同条第４項第３号イ（ア）中「教育・保育給付認定子ども」とあるの

は「教育・保育給付認定子ども」を「同条第４項第３号イ（ア）中「教育認定子ども」とあるの

は「教育認定子ども」に、「同号イ（イ）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・

保育給付認定子ども」を「同号イ（イ）中「満３歳以上保育認定子ども」とあるのは「満３歳以

上保育認定子ども」に改める。 

第３６条第１項中「法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付

認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」に改め、同条第２項中「法第１９条第２号に掲げ

る小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」
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に、「同条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育

認定子ども」に改め、同条第３項中「同号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給

付認定子ども」を「教育認定子ども」に、「同条第１号又は第２号に掲げる小学校就学前子ども 

に該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ども又は満３歳以上保育認定子ども」に、

「同条第４項第３号イ（ア）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・保育給付認定 

子ども」を「同条第４項第３号イ（ア）中「教育認定子ども」とあるのは「教育認定子ども」に、

「同号イ（イ）中「教育・保育給付認定子ども」とあるのは「教育・保育給付認定子ども」を「 

同号イ（イ）中「満３歳以上保育認定子ども」とあるのは「満３歳以上保育認定子ども」に改め 

る。 

第３７条第２項を次のように改める。 

２ 特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業 

を行う者をいう。以下同じ。）を除く。）は、次の各号に掲げる地域型保育事業の区分に応じ、 

当該地域型保育事業を行う事業所ごとに、当該各号に定める利用定員を、満１歳に満たない小

学校就学前子どもと満１歳以上の小学校就学前子どもとに区分して定めるものとする。 

⑴ 家庭的保育事業、満３歳未満等小規模保育事業及び居宅訪問型保育事業 法第１９条第３

号に掲げる小学校就学前子どもに係る利用定員 

⑵ 事業所内保育事業 法第４３条第３項に規定する労働者等監護満３歳未満小学校就学前子

どもに係る利用定員及びその他の法第１９条第３号に掲げる小学校就学前子どもに係る利用

定員 

第３７条に次の１項を加える。 

３ 特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業者に限る。）は、満３歳以上限定小

規模保育事業を行う事業所ごとに、法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに係る利用

定員を定めるものとする。 

第３９条第２項中「特定地域型保育事業者」の次に「（満３歳以上限定小規模保育事業者を除

く。）」を加え、「この節」を「この節（第４３条第１項を除く。）」に改め、同条第４項中「

満３歳未満保育認定子ども」を「保育認定子ども」に改め、同項を同条第５項とし、同条第３項

中「前項」を「前２項」に、「同項」を「これら」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項

の次に次の１項を加える。 

３ 特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業者に限る。）は、利用の申込みに係
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る法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子ども及び特定地域型保育事業所を現に利用してい

る満３歳以上保育認定子どもの総数が、当該特定地域型保育事業所の同号に掲げる小学校就学

前子どもの区分に係る利用定員の総数を超える場合においては、教育・保育給付認定に基づき、

保育の必要の程度及び家族等の状況を勘案し、保育を受ける必要性が高いと認められる満３歳

以上保育認定子どもが優先的に利用できるよう、選考するものとする。 

第４０条第２項及び第４１条中「満３歳未満保育認定子ども」を「保育認定子ども」に改める。 

第４２条第１項第１号中「満３歳未満保育認定子ども」を「保育認定子ども」に改め、同項第

３号中「特定地域型保育事業者により特定地域型保育」を「特定地域型保育事業者（満３歳以上

限定小規模保育事業者を除く。第６項、第７項及び第１２項において同じ。）により特定地域型

保育（満３歳以上限定小規模保育を除く。第６項及び第１２項において同じ。）」に、「小学校 

就学前子ども」を「法第１９条第３号に掲げる小学校就学前子ども」に改め、「以下この号及び」

を削り、同条第７項中「ものに限る。）」の次に「又は満３歳以上限定小規模保育事業を行う事 

業所」を、「行う施設」の次に「又は事業所」を加え、同条中第１１項を第１２項とし、第８項 

から第１０項までを１項ずつ繰り下げ、第７項の次に次の１項を加える。 

８ 特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業者に限る。）は、第１項本文の規定

にかかわらず、連携施設の確保に当たって、同項第３号に係る連携協力を求めることを要しな

い。 

第４３条第１項中「教育・保育給付認定保護者」の次に「（満３歳未満保育認定子どもに係る

教育・保育給付認定保護者に限る。）」を加える。 

第４６条第７号中「第３９条第２項に規定する選考の方法」を「第３９条第２項及び第３項に

規定する選考の方法」に改める。 

第４７条第１項及び第２項ただし書並びに第４９条第２項中「満３歳未満保育認定子ども」を

「保育認定子ども」に改める。 

第５０条中「満３歳未満保育認定子どもに限り、特定満３歳以上保育認定子ども」を「教育認

定子ども」に、「第１２条の見出し中「特定教育・保育」とあるのは「特定地域型保育」と、第

１４条の見出し中「施設型給付費」とあるのは「地域型保育給付費」と、同条第１項」を「第１

４条第１項」に改め、「特定教育・保育に係る」及び「特定地域型保育（特別利用地域型保育及

び特定利用地域型保育を含む。第５０条において準用する次項及び第１９条において同じ。）に 

係る」を削り、「第５０条において準用する第１９条」を「第１９条」に、「特定教育・保育に」 

14



とあるのは「特定地域型保育に」と、「特定教育・保育の」とあるのは「特定地域型保育の」と、 

「特定教育・保育を」とあるのは「特定地域型保育を」を「特定教育・保育提供証明書」とある 

のは「特定地域型保育提供証明書」に改め、「「特定教育・保育を」とあるのは「特定地域型保

育を」と、」を削り、「第２３条中「運営規程」とあるのは「第４６条に規定する事業の運営に

ついての重要事項に関する規程」を「第２５条中「各号（幼保連携型認定こども園である特定教

育・保育施設の職員にあっては認定こども園法第２７条の２第１項各号、学校教育法第１条に規

定する幼稚園である特定教育・保育施設の職員にあっては同法第２８条第２項において準用する

認定こども園法第２７条の２第１項各号）」とあるのは「各号」に改める。 

 第５１条の見出しを削り、同条の前に見出しとして「（特別利用地域型保育の基準）」を付す

る。 

第５１条第１項中「特定地域型保育事業者が法第１９条第１号に掲げる小学校就学前子どもに

該当する教育・保育給付認定子ども」を「特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事

業者を除く。以下この条において同じ。）が教育認定子ども」に改め、同条第２項中「法第１９

条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ど

も」に、「次条第１項」を「第５２条第１項」に、「法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子

どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」に改め、同条第３

項中「をいう。次条第３項」を「をいう。次条第３項及び第５２条第３項」に、「第４０条第２ 

項」を「第３７条第３項、第３９条第３項及び第４０条第２項」に、「を含む。次条第３項」を

「を含む。第５２条第３項」に、「この節」を「この節（第４３条第１項を除く。）」に、「同

号又は同条第３号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども（第５２条

第１項の規定により特定利用地域型保育を提供する場合にあっては、当該特定利用地域型保育の

対象となる法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども

を含む。）」を「教育認定子ども及び満３歳未満保育認定子ども（特定満３歳以上保育認定子ど

もを除き、第５２条第１項の規定により特定利用地域型保育を提供する場合にあっては、当該特

定利用地域型保育の対象となる満３歳以上保育認定子どもを含む。）」に、「「同条第３号」」

を「「法第１９条第３号」」に改め、「第４３条第１項中「教育・保育給付認定保護者」の次に

「（満３歳未満保育認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者に限る。）」を加え、「法第１

９条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子

ども」に改め、同条の次に次の１条を加える。 

15



第５１条の２ 特定地域型保育事業者（満３歳以上限定小規模保育事業者に限る。以下この条に

おいて同じ。）が教育認定子どもに対し特別利用地域型保育を提供する場合には、法第４６条

第１項に規定する地域型保育事業の認可基準を遵守しなければならない。 

２ 特定地域型保育事業者が、前項の規定により特別利用地域型保育を提供する場合には、当該

特別利用地域型保育に係る教育認定子ども及び特定地域型保育事業所を現に利用している満３

歳以上保育認定子どもの総数が、第３７条第３項の規定により定められた利用定員の数を超え

ないものとする。 

３ 特定地域型保育事業者が、第１項の規定により特別利用地域型保育を提供する場合には、特

定地域型保育には特別利用地域型保育を、地域型保育給付費には特例地域型保育給付費を、そ 

れぞれ含むものとして、この節（第３７条第２項、第３９条第２項及び第４０条第２項を除き、 

第５０条において準用する第８条から第１４条まで（第１０条及び第１３条を除く。）、第１

７条から第１９条まで及び第２３条から第３３条までを含む。）の規定を適用する。この場合

において、第３９条第３項中「第１９条第２号」とあるのは「第１９条第１号」と、「満３歳

以上保育認定子ども」とあるのは「教育認定子ども又は満３歳以上保育認定子ども」と、「同

号」とあるのは「法第１９条第２号」と、「教育・保育給付認定に基づき、保育の必要の程度

及び家族等の状況を勘案し、保育を受ける必要性が高いと認められる満３歳以上保育認定子ど

もが優先的に利用できるよう、」とあるのは「抽選、申込みを受けた順序により決定する方法、

当該特定地域型保育事業者の保育に関する理念、基本方針等に基づく選考その他公正な方法に

より」と、第４３条第１項中「教育・保育給付認定保護者（満３歳未満保育認定子どもに係る

教育・保育給付認定保護者に限る。）」とあるのは「教育・保育給付認定保護者（特別利用地

域型保育の対象となる教育認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者を除く。）」と、同条

第２項中「法第２９条第３項第１号に掲げる額」とあるのは「法第３０条第２項第２号の内閣

総理大臣が定める基準により算定した費用の額」と、同条第３項中「前２項」とあるのは「前

項」と、同条第４項中「前３項」とあるのは「前２項」と、「掲げる費用」とあるのは「掲げ 

る費用及び食事の提供（第１３条第４項第３号ア又はイに掲げるものを除く。）に要する費用」

と、同条第５項中「前各項」とあるのは「前３項」とする。 

第５２条第１項中「特定地域型保育事業者」の次に「（満３歳以上限定小規模保育事業者を除

く。以下この条において同じ。）」を加え、「法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに

該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子ども」に改め、同条第２項中「
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法第１９条第２号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３

歳以上保育認定子ども」に、「同条第３号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給

付認定子ども（前条第１項」を「満３歳未満保育認定子ども（第５１条第１項」に、「法第１９

条第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「教育認定子ど

も」に改め、同条第３項中「第４３条第１項中「教育・保育給付認定保護者」の次に「（満３歳

未満保育認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者に限る。）」を加え、「法第１９条第２号

に掲げる小学校就学前子どもに該当する教育・保育給付認定子ども」を「満３歳以上保育認定子

ども」に、「（令第４条第１項第２号に規定する満３歳以上保育認定子どもをいう。）」を「（

特定満３歳以上保育認定子どもを除く。）」に改める。 

附則第５条中「（特例保育所型事業所内保育事業者を除く。）」を「（満３歳以上限定小規模

保育事業者及び特例保育所型事業所内保育事業者を除く。）」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日の翌日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。 

（児童福祉法等の一部を改正する法律附則第６条第３項の条例で定める日） 

２ 児童福祉法等の一部を改正する法律（令和７年法律第２９号）附則第６条第３項の条例で定

める日は、この条例の公布の日とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

児童福祉法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に

関する内閣府令（令和８年内閣府令第３号）の施行に伴い、関係条文の整備をしようとするもの

である。 
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議案第９１号 

木更津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例の制定について 

木更津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を

次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦 

木更津市条例第  号 

木更津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例 

木更津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年木更津市条

例第１８号）の一部を次のように改正する。 

第２条第３号中「又は」を「若しくは」に改め、「場合」の次に「又は同条第１０項第３号の

規定に基づき保育を必要とする児童であって満３歳以上のものについて保育を行う場合」を加え

る。 

第６条第１項中「事項」の次に「（法第６条の３第１０項第３号に掲げる事業（以下「満３歳

以上限定小規模保育事業」という。）を行う事業者（以下「満３歳以上限定小規模保育事業者」

という。）にあっては、第１号及び第２号に掲げる事項）」を加え、同項第３号中「家庭的保育 

事業者等」の次に「（満３歳以上限定小規模保育事業者を除く。第６項及び第７項において同じ。）」 

を加え、同条第７項各号列記以外の部分中「ものに限る。）」の次に「又は満３歳以上限定小規

模保育事業を行う事業所」を、「行う施設」の次に「又は事業所」を加える。 

第１３条を次のように改める。 

（児童対象性暴力等の防止） 

第１３条 家庭的保育事業者等は、法第３４条の１６第４項において準用する法第２１条の５の

１８第４項の規定に基づき、児童対象性暴力等（学校設置者等及び民間教育保育等事業者によ

る児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律（令和６年法律第６９号）第２条第２

項に規定する児童対象性暴力等をいう。以下この条において同じ。）を防止し、及び児童対象

性暴力等が行われた場合に利用乳幼児を適切に保護するため、児童等対象業務従事者（利用乳

幼児と接する業務に従事する者のうち、支配性、継続性及び閉鎖性のある環境の下で当該利用
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乳幼児に接するものをいう。）に係る犯罪事実確認（同法第４条第１項に規定する犯罪事実確

認をいう。）その他の必要な措置を講じなければならない。 

第１８条第６号中「利用定員」の次に「（満３歳以上限定小規模保育事業者にあっては、満３

歳以上の幼児の利用定員）」を加える。 

第２３条第２項中「修了した保育士」の次に「（千葉県の区域に係る法第１８条の２９に規定

する地域限定保育士（以下「地域限定保育士」という。）を含む。）」を加える。 

第２７条中「小規模保育事業Ｂ型」及び「小規模保育事業Ｃ型」の次に「（満３歳以上限定小

規模保育事業を除く。）」を加える。 

第２９条第１項中「保育士」の次に「（地域限定保育士を含む。次項において同じ。）」を加

え、同条第２項第３号中「第６条の３第１０項第２号」の次に「又は第３号」を加え、同条第３

項中「保健師又は看護師」を「保健師、看護師又は准看護師（以下「看護師等」という。）」に

改め、同条に次の２項を加える。 

４ 第２項に規定する保育士の数の算定に当たっては、当該小規模保育事業所Ａ型に勤務する理

学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理担当職員（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）

の規定による大学（短期大学を除く。）若しくは大学院において、心理学を専修する学科、研

究科若しくはこれに相当する課程を修めて卒業した者であって、個人及び集団心理療法の技術

を有するもの又はこれと同等以上の能力を有すると認められる者をいう。）又は障害児の療育

に関する知識及び経験を有する者であって、障害児の療育の指導を行う業務に５年以上従事し

た経験を有するもののいずれかに該当し、かつ、子育てに関する知識及び経験を有する者（以

下「特定理学療法士等」という。）を、１人に限り、保育士とみなすことができる。ただし、

当該特定理学療法士等が保育を行うに当たっては、当該小規模保育事業所Ａ型の保育士（地域

限定保育士を含む。次項において同じ。）による支援を受けることができる体制を確保しなけ

ればならない。 

５ 前２項の規定により看護師等及び特定理学療法士等のいずれもが保育を行う場合には、当該

看護師等が保育を行うに当たって、当該小規模保育事業所Ａ型の保育士（前項ただし書の規定

による支援を行う保育士を除く。）による支援を受けることができる体制を確保しなければな

らない。 

第３１条第１項中「保育士」の次に「（地域限定保育士を含む。次項において同じ。）」を加

え、同条第３項中「保健師又は看護師」を「看護師等」に改め、同条に次の２項を加える。 
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４ 第２項に規定する保育士の数の算定に当たっては、当該小規模保育事業所Ｂ型に勤務する特

定理学療法士等を、１人に限り、保育士とみなすことができる。ただし、当該特定理学療法士

等が保育を行うに当たっては、当該小規模保育事業所Ｂ型の保育士（地域限定保育士を含む。

次項において同じ。）による支援を受けることができる体制を確保しなければならない。 

５ 前２項の規定により看護師等及び特定理学療法士等のいずれもが保育を行う場合には、当該

看護師等が保育を行うに当たって、当該小規模保育事業所Ｂ型の保育士（前項ただし書の規定

による支援を行う保育士を除く。）による支援を受けることができる体制を確保しなければな

らない。 

第３５条中「第６条の３第１０項」を「第６条の３第１０項第１号」に改める。 

第４４条第１項中「保育士」の次に「（地域限定保育士を含む。次項において同じ。）」を加

え、同条第３項中「保健師又は看護師」を「看護師等」に改め、同条に次の２項を加える。 

４ 第２項に規定する保育士の数の算定に当たっては、当該保育所型事業所内保育事業所に勤務

する特定理学療法士等を、１人に限り、保育士とみなすことができる。ただし、当該特定理学

療法士等が保育を行うに当たっては、当該保育所型事業所内保育事業所の保育士（地域限定保

育士を含む。次項において同じ。）による支援を受けることができる体制を確保しなければな

らない。 

５ 前２項の規定により看護師等及び特定理学療法士等のいずれもが保育を行う場合には、当該

看護師等が保育を行うに当たって、当該保育所型事業所内保育事業所の保育士（前項ただし書

の規定による支援を行う保育士を除く。）による支援を受けることができる体制を確保しなけ

ればならない。 

第４７条第３項中「保健師又は看護師」を「看護師等」に改め、同条に次の２項を加える。 

４ 第２項に規定する保育士の数の算定に当たっては、当該小規模型事業所内保育事業所に勤務

する特定理学療法士等を、１人に限り、保育士とみなすことができる。ただし、当該特定理学

療法士等が保育を行うに当たっては、当該小規模型事業所内保育事業所の保育士（地域限定保

育士を含む。次項において同じ。）による支援を受けることができる体制を確保しなければな

らない。 

５ 前２項の規定により看護師等及び特定理学療法士等のいずれもが保育を行う場合には、当該

看護師等が保育を行うに当たって、当該小規模型事業所内保育事業所の保育士（前項ただし書

の規定による支援を行う保育士を除く。）による支援を受けることができる体制を確保しなけ
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ればならない。 

第４８条中「第４８条において準用する第４号において同じ。）」と、同条第４号中「次号並

びに第３３条第４号及び第５号」とあるのは「第４８条において準用する次号」と読み替えるも

の」を「第４号において同じ。）」」に改める。 

附則第４項中「（特例保育所型事業所内保育事業者を除く。）」を「（満３歳以上限定小規模

保育事業者及び特例保育所型事業所内保育事業者を除く。）」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日の翌日から施行する。ただし、次項の規定は公布の日から、第１３条

の改正規定は令和８年１２月２５日から施行する。 

（児童福祉法等の一部を改正する法律附則第３条第４項の条例で定める日） 

２ 児童福祉法等の一部を改正する法律（令和７年法律第２９号）附則第３条第４項の条例で定

める日は、この条例の公布の日とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する

内閣府令（令和７年内閣府令第８０号）、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対

象性暴力等の防止等のための措置に関する法律施行規則（令和７年内閣府令第１０４号）、児童

福祉法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する

内閣府令（令和８年内閣府令第３号）及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を

改正する内閣府令（令和８年内閣府令第１０号）の施行等に伴い、関係条文の整備をしようとす

るものである。 
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議案第９２号 

木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について 

木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦 

木更津市条例第  号 

木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例 

木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年木更

津市条例第１９号）の一部を次のように改正する。 

第１０条第３項第１号中「保育士」の次に「（千葉県の区域に係る法第１８条の２９に規定す

る地域限定保育士を含む。）」を加える。 

附則第３項中「当分の間」を「令和１０年３月３１日までの間」に、「放課後児童健全育成事

業者に新たに雇用された者であって、その新たに雇用された日から起算して２年以内に当該研修

を修了することが見込まれるもの」を「令和１０年３月３１日までに修了することを予定してい

る者」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の木更津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例附則第３項の規定は、この条例の施行の日以後に放課後児童健全育成事業者に雇用さ

れた者について適用し、同日前に放課後児童健全育成事業者に雇用された者については、なお

従前の例による。 
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提案理由 

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する

内閣府令（令和７年内閣府令第８０号）の施行及び職員に関する経過措置について期限を設ける

ため、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第９３号 

木更津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について 

木更津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦 

木更津市条例第  号 

木更津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例 

木更津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（令和７年木更津市条

例第３７号）の一部を次のように改正する。 

第１４条の次に次の１条を加える。 

（児童対象性暴力等の防止） 

第１４条の２ 乳児等通園支援事業者は、法第３４条の１６第４項において準用する法第２１条

の５の１８第４項の規定に基づき、児童対象性暴力等（学校設置者等及び民間教育保育等事業

者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律（令和６年法律第６９号）第２

条第２項に規定する児童対象性暴力等をいう。以下この条において同じ。）を防止し、及び児

童対象性暴力等が行われた場合に利用乳幼児を適切に保護するため、児童等対象業務従事者（ 

利用乳幼児と接する業務に従事する者のうち、支配性、継続性及び閉鎖性のある環境の下で当

該利用乳幼児に接するものをいう。）に係る犯罪事実確認（同法第４条第１項に規定する犯罪

事実確認をいう。）その他の必要な措置を講じなければならない。 

第２３条第１項中「保育士」の次に「（千葉県の区域に係る法第１８条の２９に規定する地域

限定保育士を含む。以下この条において同じ。）」を加える。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１４条の次に１条を加える改正規定は、令和

８年１２月２５日から施行する。 
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提案理由 

 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する

内閣府令（令和７年内閣府令第８０号）、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対

象性暴力等の防止等のための措置に関する法律施行規則（令和７年内閣府令第１０４号）の施行

等に伴い、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第９４号 

木更津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

木更津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例の一部を改正

する条例を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

                 木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

木更津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例の一部を

改正する条例 

木更津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例（平成２２年

木更津市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

木更津市土砂等の埋立て等の規制に関する条例 

目次中「第３４条」を「第３３条の２」に改める。 

第１条中「及び災害の発生」を削り、「防止する」を「防止し、及び土砂等の埋立て等の適正

化を図る」に改める。 

第２条第１号中「その他土地の埋立て、盛土その他の土地へのたい積の用に供する物（廃棄物

の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第２条第１項に規定する廃棄物を除

く。）」を「並びに再生土（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）

第２条第４項に規定する産業廃棄物（燃え殻、汚泥（無機性のものに限る。）その他規則で定め

る産業廃棄物に限る。第１４条において同じ。）の脱水、破砕その他規則で定める処理により生

じたものであって、土砂と同様の形状を有するものをいう。以下同じ。）」に改め、「行為」の 

次に「（同法の規定の適用を受ける行為のうち規則で定めるものその他規則で定める行為を除く。）」 

を加え、同条第２号中「あって、土砂等の埋立て等に供する区域の面積が５００平方メートル以

上で」を削り、同条第４号を同条第５号とし、同条第３号中「特定事業」を「簡易な埋立て等を

除く特定事業」に改め、同号を同条第４号とし、同条第２号の次に次の１号を加える。 

⑶ 簡易な埋立て等 特定事業であって、土砂等の埋立て等に供する区域の面積が５００平方

メートル未満であるものをいう。 
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第３条第１項中「事業者」の次に「（土砂等の埋立て等を施工する者（請負契約により土砂等 

の埋立て等を行う者を含む。）をいう。以下この条において同じ。）」を加え、同条第４項中「 

運搬することのないよう努めなければ」を「運搬しては」に改め、同項を同条第５項とし、同条

中第３項を第４項とし、第２項を第３項とし、第１項の次に次の１項を加える。 

２ 事業者は、事業活動が市民の理解の下に進められるよう、市民に対し情報提供その他必要な

措置を講ずる責務を有する。 

第５条中「及び災害の発生」を削る。 

第９条第１項本文中「特定事業を」を「特定事業（簡易な埋立て等を除く。この条、次条から

第２１条まで、第２３条から第２７条まで、第２９条から第３３条まで及び第３６条において同

じ。）を」に改め、「ごとに」の次に「、土砂等の発生場所を特定して」を加え、同項に次の１

号を加える。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、規則で定める事業 

第９条第２項中「は、次条第１項」を「、第１０条第１項」に改め、同条の次に次の１条を加

える。 

（簡易な埋立て等の届出） 

第９条の２ 簡易な埋立て等を行おうとする者は、前条第１項第１号、第２号及び第４号に掲げ

る事業並びに規則で定める事業を除き規則で定めるところにより、あらかじめ市長に届け出な

ければならない。 

第１０条第１項及び第２項中「前条」を「第９条」に改め、同条第３項中「前条」を「第９条」 

に改め、「規則で定める当該」を削り、「近隣の住民」を「当該特定事業区域から２，０００メ 

ートル以内の範囲の区域に居住する者（以下この項において「近隣の住民」という。）」に、「 

その」を「当該特定事業区域に隣接する土地の所有者からの承諾及び近隣の住民の世帯の１０分

の８以上の世帯主からの」に改める。 

第１１条第１項ただし書を削り、同項第９号中「による災害の発生」を削り、同条第２項ただ

し書を削る。 

第１２条第１項第１０号中「による災害の発生」を削る。 

第１４条第１項第１号中「アからオまで」を「アからサまで」に改め、同号ア中「成年被後見

人若しくは被保佐人又は」を削り、同号カ中「アからオまで」を「アからキまで」に改め、同号

カを同号クとし、同号オの次に次のように加える。 
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カ 木更津市暴力団排除条例（平成２４年木更津市条例第５号）第２条第３号に規定する暴

力団員等 

キ 精神機能の障害により、土砂等の埋立て等の業務を適切に行うに当たって必要な認知、

判断及び意思疎通を適切に行うことができない者 

第１４条第１項第１号に次のように加える。 

ケ 法人で、その役員又は規則で定める使用人のうちにアからキまでのいずれかに該当する

者のあるもの 

コ 個人で、規則で定める使用人のうちにアからキまでのいずれかに該当する者のあるもの 

サ 暴力団員等がその事業活動を支配する者 

第１４条第１項第５号中「現場責任者」の次に「（第１号アからキまでのいずれにも該当しな

い者に限る。）」を加え、同項第１１号中「による災害の発生」を削り、同号を同項第１３号と

し、同項第８号から第１０号までを２号ずつ繰り下げ、同項第７号中「による災害の発生」を削

り、同号を同項第９号とし、同項第６号の次に次の２号を加える。 

⑺ 下請人がある場合にあっては、当該下請人（法人にあっては、その役員）が第１号アから

キまでのいずれにも該当しないこと。 

⑻ 特定事業が再生土（再生土のうち再生砕石（産業廃棄物の破砕等で生じたものであって、

４０ミリメートル以下の砕石をいう。）を除く。）を使用するものでないこと。 

第１４条第２項第３号中「による災害の発生」を削り、同条第３項中「第１１号」を「第１３ 

号」に改め、同条第４項中「による災害の発生」を削り、「第１項第７号及び第１１号」を「第

１項第９号及び第１３号」に改める。 

第２２条第１項中「受けた者」の次に「又は同条第２項若しくは第９条の２の届出をした者」

を、「当該許可」の次に「又は当該届出」を加え、同条第２項中「受けた者」の次に「又は同条 

第２項若しくは第９条の２の届出をした者」を、「当該許可」の次に「又は当該届出」を加える。 

第２３条第１項中「は、当該許可」を「又は同条第２項の届出をした者は、当該許可若しくは

当該届出」に改め、「による災害の発生」を削り、同条第６項中「による災害の発生」を削る。 

第２４条第１項中「は、当該許可に係る特定事業が完了する２月前の日」を「又は同条第２項

の届出をした者は、規則で定める日」に、「当該特定事業」を「当該許可又は当該届出に係る特

定事業」に改め、同条第５項中「による災害の発生」を削る。 

第２５条第１項中「者」の次に「又は同条第２項の届出をした者」を、「当該許可」の次に「 
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又は当該届出」を加え、「同日の２月前の日」を「規則で定める日」に改め、「による災害の発

生」を削り、同条第５項中「による災害の発生」を削る。 

第２６条第２項第３号中「第１４条第１項第１号カ」を「第１４条第１項第１号ク」に改め、

同条第４項中「第１項第１号」を「同条第１項第１号」に改める。 

第２８条第１項中「による災害の発生」を削り、同条第２項中「第９条」の次に「、第９条の

２」を、「対し」の次に「、当該特定事業を停止し」を加え、「による災害の発生」を削る。 

第２９条第１項第７号中「第１４条第１項第１号アからカまで」を「第１４条第１項第１号ア

からサまで」に改め、同条第２項中「による災害の発生」を削る。 

第３０条中「による災害の発生」を削る。 

第３１条第１項中「者」の次に「又は同条第２項の届出をした者」を加える。 

第３２条第２項中「による災害の発生」を削り、同条第３項中「による災害」を削る。 

第３３条第２項中「による災害の発生」を削る。 

第６章中第３４条の前に次の２条を加える。 

（許可等に関する意見の聴取） 

第３３条の２ 市長は、第９条第１項、第１５条第１項又は第２６条第１項の許可をしようとす

るときは、第１４条第１項第１号カ及びクからサまで（同号クからサまでのいずれかに該当す

るものにあっては、同号カに係るものに限る。）、同項第５号及び第７号に該当する事由（同 

条第１項第１号カに係るものに限る。）の有無（次項において「暴力団員等の有無」という。）

について、千葉県警察本部長又は市を管轄する警察署長の意見を聴くことができる。 

２ 市長は、第２８条第１項若しくは第２項又は第２９条第１項の規定による処分をしようとす

るときは、暴力団員等の有無について、千葉県警察本部長又は市を管轄する警察署長の意見を

聴くことができる。 

（調査） 

第３３条の３ 市長は、この条例の規定に基づく事務に関し、官公署その他の関係機関に対し、

照会し、又は協力を求めることができる。 

２ 市長は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に、土砂等の埋立て等が行われ、

又は行われようとしている場所、土砂等の埋立て等に使用される土砂等の発生場所、運搬経路

その他の関係場所及びその関係者について調査させることができる。 

第３５条の次に次の１条を加える。 
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（公表） 

第３５条の２ 市長は、土壌の汚染を防止し、及び土砂等による埋立て等の適正化を図るため公

益上必要があると認めるときは、次の各号のいずれかに該当する者の氏名又は名称、住所（法

人にあっては、その名称、代表者の氏名、主たる事務所の所在地）、違反の事実及び命令の内

容その他必要と認める事項を公表することができる。 

⑴ 第９条第１項若しくは第２項、第９条の２、第１５条第１項又は第２６条第１項の規定に

違反して、特定事業を行った者 

⑵ 第２８条第１項若しくは第２項の規定による命令に違反し、又は第２９条第１項の規定に

より許可を取り消された特定事業を行った者 

第３９条第１号中「第９条第２項」の次に「又は第９条の２」を加える。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和９年４月１日から施行する。ただし、第９条第１項に次の１号を加える改

正規定及び附則第６項の規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正後の木更津市土砂等の埋立て等の規制に関する条例（以下「新

条例」という。）第２条第２号の特定事業に該当する事業（改正前の木更津市土砂等の埋立て

等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例（以下「旧条例」という。）第２条第

２号の特定事業に該当するものを除く。）を行っている者についての新条例第９条、第９条の

２及び第１２条の規定の適用については、第９条第１項中「行おうとする者」とあるのは「行

っている者」に、「あらかじめ」とあるのは「令和９年４月１日から同年９月３０日までに」

と、第９条の２中「行おうとする者」とあるのは「行っている者」に、「あらかじめ」とある

のは「令和９年４月１日から同年９月３０日までに」と、第１２条中「その周辺の状況」とあ

るのは「その周辺の状況並びに特定事業区域のうち令和９年３月３１日までに土砂等の埋立て

等に供した区域」とする。 

３ この条例の施行の際現に旧条例第９条第１項若しくは第１５条第１項の規定による許可を受 

けている者又は旧条例第９条第２項の規定による届出をした者は、新条例の規定にかかわらず、 

当該許可の期間が満了する日までの間は、なお従前の例により特定事業を行うことができる。 

４ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前に旧条例第１２条第１項及び第２項並び
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に第１５条第３項の規定によりされた許可の申請であって、この条例の施行の際許可又は不許

可の処分がされていないものについての許可又は不許可の処分については、なお従前の例によ

る。 

５ 施行日前にした行為によりなお従前の例によることとされる場合における施行日以後にした

行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 

（準備行為） 

６ 新条例第９条の２の規定による届出及び附則第２項の規定により新条例第９条第１項の規定

による許可の申請をしようとする者が新条例第１１条の規定による協議を行う場合の当該協議

その他必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

特定事業の規制範囲を見直し、及び宅地造成及び特定盛土等規制法（昭和３６年法律第１９１

号）との調整を図ること等のため、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第９５号 

木更津市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

木更津市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例を次のよ

うに制定する。 

令和８年８月２７日提出 

                 木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

木更津市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 

木更津市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（平成１６年木更津市条例第３

０号）の一部を次のように改正する。 

別表第１小浜地区地区計画の項を次のように改める。 

小浜地区地区計画 沿道住宅地区Ａ ⑴ 自動車教習所 

⑵ 畜舎 

沿道住宅地区Ｂ ⑴ 自動車教習所 

⑵ 畜舎 

⑶ 法別表第２（ほ）項に掲げるもの 

別表第２小浜地区地区計画の項を次のように改める。 

小浜地区地区計画 低層住宅地区 １６５平方メートル 

沿道住宅地区Ａ ２００平方メートル 

沿道住宅地区Ｂ 

別表第３小浜地区地区計画の項を次のように改める。 

小浜地区地区計画 低層住宅地区 道路境界線及び隣地境界線までの距離は、１メートル

。ただし、車庫で高さ３メートル以下かつ床面積の合

計が３０平方メートル以下のもの及び地下式のもの又

は物置等で高さ２．５メートル以下かつ床面積の合計

が６．６平方メートル以下のものを除く。 

 沿道住宅地区Ａ 

 

都市計画道路の道路境界線までの距離は、２メートル

、その他の道路境界線及び隣地境界線までの距離は、 

32



 

 １メートル。ただし、車庫で高さ３メートル以下かつ 
 

沿道住宅地区Ｂ 

 

床面積の合計が３０平方メートル以下のもの及び地下

式のもの又は物置等で高さ２．５メートル以下かつ床

面積の合計が６．６平方メートル以下のものを除く。 

附 則 

 この条例は、公布の日以後初めて告示される都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１

条第２項の規定により準用する同法第２０条第１項の規定による木更津都市計画小浜地区地区計

画に係る都市計画の変更の告示の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

木更津都市計画小浜地区地区計画の変更に伴い、関係条文の整備をしようとするものである。 
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議案第９６号 

木更津市景観条例の一部を改正する条例の制定について 

木更津市景観条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

木更津市条例第  号 

木更津市景観条例の一部を改正する条例 

木更津市景観条例（平成２７年木更津市条例第３７号）の一部を次のように改正する。 

第１３条（見出しを含む。）中「第１６条第７項第１１号」を「第１６条第８項第１２号」に

改める。 

附 則 

この条例は、都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和８年法律第２３号）の施行の

日又はこの条例の公布の日のいずれか遅い日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（令和８年法律第２３号）の公布に伴い、関係条

文の整備をしようとするものである。 
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議案第９７号 

   工事請負契約の締結について 

 市は、次のとおり工事請負契約を締結する。 

  令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦  

１ 工 事 名  木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（建築） 

２ 工 事 場 所  木更津市中島２８２０番地 

３ 工 事 概 要  下記建物の新築及び解体 

          【新築工事】 

          校   舎 鉄筋コンクリート造一部木造２階建て 

延べ面積２，９９３．９２ｍ² 

          渡 り 廊 下 鉄骨造２階建て       延べ面積   ５４．９２ｍ² 

          駐 輪 場 アルミ合金造平屋建て２棟  延べ面積  各６１．６０ｍ² 

          【解体工事】 

          特別教室棟 鉄骨造２階建て       延べ面積  ３０７．５６ｍ² 

          体育器具庫 木造平屋建て        延べ面積   ４１．３１ｍ² 

４ 契 約 金 額  １，５３６，７００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

５ 契約の相手方  東京都千代田区大手町一丁目３番２号 

          住友林業株式会社 不動産事業本部 

          建築事業部長 今井 邦雄 

６ 契約の方法  制限付一般競争入札 

 

 

 

 

提案理由 

 木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（建築）の工事請負契約の締結をす

るにあたり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年木更

津市条例第９号）第２条の規定により、議会の議決を得ようとするものである。 
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議案第９８号 

   工事請負契約の締結について 

 市は、次のとおり工事請負契約を締結する。 

  令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦  

１ 工 事 名  木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（電気設備） 

２ 工 事 場 所  木更津市中島２８２０番地 

３ 工 事 概 要  下記建物の新築及び解体に伴う電気設備工事 

          【新築工事】 

          校   舎 鉄筋コンクリート造一部木造２階建て 

延べ面積２，９９３．９２ｍ² 

          渡 り 廊 下 鉄骨造２階建て       延べ面積   ５４．９２ｍ² 

          駐 輪 場 アルミ合金造平屋建て２棟  延べ面積  各６１．６０ｍ² 

          【解体工事】 

          特別教室棟 鉄骨造２階建て       延べ面積  ３０７．５６ｍ² 

          体育器具庫 木造平屋建て        延べ面積   ４１．３１ｍ² 

４ 契 約 金 額  ４２２，４００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

５ 契約の相手方  木更津市清見台東三丁目１番１５号 

東亜電設工業株式会社 木更津支店 

木更津支店長 武石 倫子 

６ 契約の方法  制限付一般競争入札 

 

 

 

 

提案理由 

 木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（電気設備）の工事請負契約の締結

をするにあたり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年

木更津市条例第９号）第２条の規定により、議会の議決を得ようとするものである。 
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議案第９９号 

   工事請負契約の締結について 

 市は、次のとおり工事請負契約を締結する。 

  令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦  

１ 工 事 名  木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（機械設備） 

２ 工 事 場 所  木更津市中島２８２０番地 

３ 工 事 概 要  下記建物の新築及び解体に伴う機械設備工事 

          【新築工事】 

          校   舎 鉄筋コンクリート造一部木造２階建て 

延べ面積２，９９３．９２ｍ² 

          渡 り 廊 下 鉄骨造２階建て       延べ面積   ５４．９２ｍ² 

          駐 輪 場 アルミ合金造平屋建て２棟  延べ面積  各６１．６０ｍ² 

          【解体工事】 

          特別教室棟 鉄骨造２階建て       延べ面積  ３０７．５６ｍ² 

          体育器具庫 木造平屋建て        延べ面積   ４１．３１ｍ² 

４ 契 約 金 額  ２５９，６００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

５ 契約の相手方  木更津市永井作一丁目９番１２号 

鈴木設備株式会社  

代表取締役 鈴木 秀幸 

６ 契約の方法  制限付一般競争入札 

 

 

 

 

提案理由 

 木更津市立金田中学校校舎増築及び特別教室棟解体等工事（機械設備）の工事請負契約の締結

をするにあたり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年

木更津市条例第９号）第２条の規定により、議会の議決を得ようとするものである。 
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議案第１００号 

工事請負変更契約の締結について 

市は、次のとおり工事請負変更契約を締結する。 

令和８年８月２７日提出 

木更津市長  渡 辺  芳 邦   

１ 工 事 名  木更津駅前西口駐車場解体工事 

２ 工 事 場 所  木更津市中央一丁目１番１号 

３ 工 事 概 要  木更津駅前西口駐車場解体工事 鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造） 

地下１階 地上４階 塔屋２階 延べ面積１０，１６０．２８㎡ 

４ 契 約 金 額  変更前 ５２２，５００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

          変更後 ５１１，０３８，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

５ 契約の相手方  千葉県旭市後草２３６４番地の３ 

鈴木建設株式会社 

代表取締役 鈴木 和彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

令和７年６月１８日に可決された木更津駅前西口駐車場解体工事について工事請負契約の変更

契約の締結をするにあたり、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（

昭和３９年木更津市条例第９号）第２条の規定により、議会の議決を得ようとするものである。 
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議案第１０１号 

字の区域及び名称の変更について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により、本市の区域内の字の

区域及び名称を別紙変更調書のとおり変更する。 

令和８年８月２７日提出 

                          木更津市長  渡 辺  芳 邦   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

金田西特定土地区画整理事業を施行した結果、字の区域及び名称の変更をする必要が生じたの

で、議会の議決を得ようとするものである。 
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変更調書 

新 旧 

地番 

大字 大字 字 

金田西一丁目 中島 

 

河迎 １,４８５の内 １，４９２の３の内 

船倉 １，４９３の２ １，４９４の３ １，４９５の

３ １，４９６の１ １，４９６の２ １，４９

７の１ １，４９８の１ １，４９９の１ １，

５００の４ １，５０７の５ 

瓜倉 鯨 １の２ １の３の内 １の４の内 ４の１ ４の

２の内 ９の内 １３の１の内 １３の３の内 

１８の内 ３０の１の内 ３３の内 ３７の内 

３８の１ ３８の２ ３９の１ ３９の２ ４１ 

 ４２の内 ４５ ４６の２ ４７の２ ５６の

３ ５７の４～５７の７ ６２の２ ６３の２ 

６４の２ ６５の１ ６８ ７２ ７８ ７９の

１ ７９の２ ８０ ８１の１ ８１の２ ８５ 

 ８７の１～８７の３ ８８ ９１の１ ９１の

２ ９２の１ ９２の２ ９６の１～９６の４ 

２０５の１ ２０５の２ ２０６ ２０７の内 

２０８～２１６ ２１７の１ ２１７の２ ２１

８の１ ２１８の２ ２１９ ２２０の１ ２２

０の２ 

１の２に隣接する道路である公有地の一部 

中宿 ２２３の１ ２２３の２ ２２４の１ ２２４の

２ ２２５ ２２６ ２２８ ２２９ ２３０の
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１～２３０の３ ２３１の１ ２３１の２ ２３

２の１～２３２の４ ２３３の１ ２３３の２ 

２３４の１ ２３４の２ ２３５ ２３６の内 

２３７の内 ２３８ ２３９の１ ２３９の２の

内 ２３９の３ ２４０の１の内 ５１２の内 

５１３の内 ５１４の１の内 ５１４の２の内 

５１４の３の内 ５１５の１～５１５の３ ５１

６ ５１９の１ ５１９の２ ５２０～５２２ 

５２５の１ ５２５の２ ５２６～５２９ ５３

０の１～５３０の５ ５３１の１～５３１の３ 

５３２の１～５３２の４ ５３３ ５３４ ５３

５の１ ５３５の２ ５３６～５４１ ５４２の

１ ５４２の２ ５４３ ５４４の内 ５４７の

内 

田迎 １７８の２の内 １８４の内 １８５の１～１８

５の３ １８６の１ １８６の２ １８８の１～

１８８の５ １８９の１～１８９の３ １９０の

１ １９０の２ １９１～１９３ １９４の１～

１９４の３ １９５ １９６ １９７の１ １９

７の３ １９８の１ １９８の２ １９９の１ 

１９９の２ ２００の１ ２００の２ ２５８の

１～２５８の４ ２５９ ２６０の１ ２６０の

２ ２６１の１ ２６１の２ ２６２の１の内 

２６２の３の内 ５７７の３の内 ５７８の１の

内 ５７８の２の内 ５７８の３の内 ５７９ 
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５８０の１ ５８０の２ ５８１の１ ５８１の

２ ５８２の１ ５８２の２ ５８３ ５８５ 

５８６ ５８７の１～５８７の３ ５８８の１～

５８８の４ ５８９ ５９０の１～５９０の３ 

５９１～５９３ ５９４の１～５９４の３ ５９

５～６００ ６０３ ６０４ ６０５の１の内 

６０７の内 ６４４の１の内 ６４４の２の内 

６４６の１の内 ６４６の２の内 ６４７の１～

６４７の３ ６４８～６５０ ６５１の１ ６５

１の２ ６５２の１ ６５２の２ ６５３～６６

０ 

安戸台 ３４１の内 ３４２の１～３４２の３ ３４３ 

３４４の１～３４４の３ ３４５の１ ３４５の

２ ３４６の１ ３４６の２ ３４７ ３４８ 

３４９の１～３４９の３ ３５０ ３５１の１ 

３５１の２ ３５２の１ ３５２の２ ３５３ 

３５４の１～３５４の４ ３５５の１ ３５５の

２ ３５６の１～３５６の３ ３５７の１ ３５

７の２ ３５８の１～３５８の３ ３５９ ３６

０ ３６１の１～３６１の５ ３６２ ３６３の

１の内 ４５４の１の内 ４６０の内 ４６１の

１～４６１の３ ４６３の１ ４６３の２ ４６

４ ４６５の１～４６５の３ ４６６～４７２ 

４７３の１ ４７３の２ ４７４の１ ４７４の

２ ４７５ ４７６ ４７７の１ ４７７の２ 
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４７８～４８３ ４８４の１～４８４の６ ４８

５ ４８６ ４９５の内 

中櫃俵 ５５６の２ ５８４の３ ５８４の５ 

下櫃俵 ６０１ ６０２ ６０９の１ ６３１ 

霞野 ８０８の１の内 ８０８の２の内 ８０９の内 

８１０の１～８１０の３ ８１１～８１３ ８１

４の１～８１４の４ ８１５ ８１６の１～８１

６の６ ８１７ ８１８の１ ８１８の２ ８１

９ ８２１～８２４ ８２５の１ ８２５の２ 

８２６の１～８２６の４ ８２７の１ ８２７の

２ ８２８ ８２９ ８３０の１ ８３０の２ 

８３１ ８３２ ８３３の１ ８３３の２ ８３

４ ８３６ ８３７ ８３８の１の内 ８３８の

２の内 ８４０の内 

畔戸 出来河原 １，９０９の２ １，９１０の２の内 １，９１

８の１の内 １，９２７の１ １，９２７の３ 

１，９２７の４ １，９２８の１～１，９２８の

３ １，９２９の１ １，９２９の２ １，９３

０の１ １，９３０の２ １，９３１の１ １，

９３１の２ １，９３２ １，９３３の１ １，

９３３の２ １，９３４の１ １，９３４の２ 

１，９３５ １，９３６の１～１，９３６の３ 

１，９３７の１ １，９３７の２ １，９３８～

１，９４０ １，９４１の１ １，９４１の２ 

１，９４２の２ １，９４３～１，９４９ １，
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９５０の１～１，９５０の３ １，９５１の１ 

１，９５１の２ １，９５２の１ １，９５２の

２ １，９５３ １，９５４ １，９５５の１ 

１，９５５の２ １，９５６の内 １，９５８の

内 １，９５９の１の内 

金田西二丁目 中島 柳原 １，００１の２の内 １，００４の１の内 １，

０２５の２の内 １，０４６の内 １，０４７の

内 １，０４８の１の内 １，０４８の２の内 

１，０４９の１の内 １，０４９の２の内 １，

０５０の内 

河迎 １，４７５の１ １，４７６の１ １，４７７の

１ １，４７８の１ １，４７９の１ １，４８

０の１ １，４８１の１ １，４８２の３ １，

４８３の２ １，４８４の２ １，４８５の内 

１，４８６の１ １，４８７の４ １，４８８の

３ １，４８９の３ １，４９０の１ １，４９

０の２ １，４９１の３ １，４９２の３の内 

汐田 ２，６９１の３ ２，６９１の４ 

早稲田 ２，７９８ ２，７９９の３ ２，７９９の４ 

瓜倉 鯨 １の１ １の３の内 １の４の内 ２の１ ２の

３ ３ ４の２の内 ５の１ ５の２ ５の６ 

５の７ ６の１ ６の２ ７ ９の内 １０ １

１の１ １１の２ １２ １３の１の内 １３の

２ １３の３の内 １４ １５ １６の１～１６

の４ １７の１ １７の２ １８の内 １９ ２
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０ ２２の３ ２３ ２３の２ ２４ ２５の１

～２５の３ ２６ ２７ ２８の１～２８の３ 

２９ ３０の１の内 ３０の２ ３１ ３２の１ 

 ３２の２ ３３の内 ３４の１ ３５の１ ３

５の２ ３６ ３７の内 ４２の内 ９７の１ 

９７の２ ９９の３ ９９の４ １００ １０１ 

 １０４ １０７ １１０ １１４の１ １１４

の２ １１５ １２２ １２３の２ １２４の２ 

 １２４の３ １５６ １５８ １５９の１～１

５９の４ １６０の１～１６０の４ １６１ １

６２の１～１６２の４ １６３の１～１６３の７ 

 １６５の１ １６５の２ １６６ １６８の１

の内 １６８の２の内 １６８の３ １６９～１

７２ １７３の１～１７３の３ １７４の１～１

７４の３ １７５の１～１７５の６ ２０１の１

～２０１の３ ２０２の１ ２０２の２ ２０３

の１ ２０３の２ ２０４ ２０７の内 

１の１に隣接する道路である公有地の一部 

中宿 ４３ ４４ ４８の１ ５０の１ ５０の２ ５

１の１ ５１の２ ５３ ５４ ５５の１ ５８

の１ ５８の２ ５９の１ ５９の２ ６０の１

～６０の３ ６１の１～６１の１０ ６５の２ 

６６の１～６６の４ ６６の７～６６の９ ６７ 

 ７０ ７１ ７５の１～７５の３ ７６ ７７ 

 ８２の１～８２の４ ８３の１ ８３の２ ８
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４ ８９ ２３６の内 ２３７の内 ２３９の２

の内 ２４０の１の内 ２４０の２ ２４１ ２

４２ ２４３の１ ２４３の２ ２４４ ２４５ 

 ２４６の１ ２４６の２ ２４６の３の内 ２

４７～２４９ ２５０の１～２５０の６ ２５１

の１～２５１の４ ２５３の１～２５３の５ ２

５４ ２５５ ２５６の１の内 ２５６の２の内 

 ２５７の内 ４９８の１の内 ４９８の４の内 

 ４９９の内 ５００～５０３ ５０４の１の内 

 ５０４の２の内 ５０５の１～５０５の３ ５

０６ ５０７ ５０８の１ ５０８の２ ５０９

～５１１ ５１２の内 ５１３の内 ５１４の１

の内 ５１４の２の内 ５１４の３の内 ５４４

の内 ５４５ ５４６ ５４７の内 ５４８ ５

４９の１～５４９の３ ２，８３５の１～２，８

３５の３ ２，８３６の１～２，８３６の３ 

２，８４７の３ ２，８４７の４ 

田迎 ９０の１～９０の３ ９４ ９５の１～９５の４ 

 ９８の１ ９８の２ ９９の１ ９９の２ １

０２の１ １０２の２ １０３ １０５ １０８ 

 １０９ １１１の２ １１２ １１３ １１６

の１～１１６の３ １１７ １２０ １２１の１ 

 １２１の２ １４９の３の内 １５０の１の内 

 １５０の３の内 １５２の１の内 １５２の２

の内 １５３の内 １５４の１の内 １５４の２ 
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 １５５の１の内 １７６の２の内 １７６の３

の内 １７６の４の内 １７７の２の内 １７８

の２の内 １７９の１の内 １７９の２の内 １

８０の内 １８１の１の内 １８１の３の内 １

８２の１の内 １８２の２の内 １８３の内 １

８４の内 ２７６の内 ５５０～５５２ ５５３

の１ ５５３の２ ５５４の１ ５５４の２ ５

５５ ５５６の１ ５５６の２の内 ５５７の１

～５５７の３ ５５８～５６０ ５６１の１ ５

６１の２ ５６２の１の内 ５６２の２の内 ５

６３の内 ５６６の内 ５６７～５６９ ５７０

の１の内 ５７０の２の内 ５７０の３の内 ５

７１の１～５７１の６ ５７２の１ ５７２の２ 

 ５７３の１～５７３の５ ５７４ ５７５の１ 

 ５７５の２ ５７６ ５７７の１ ５７７の２ 

 ５７７の３の内 ５７８の１の内 ５７８の２

の内 ５７８の３の内 ６０５の１の内 ６０５

の２ ６０６の１～６０６の５ ６０７の内 ６

０８の１～６０８の３ ６１０の１ ６１０の２ 

 ６１１の１ ６１１の２ ６１２～６１７ ６

１８の１～６１８の３ ６１９ ６２０ ６２１

の１～６２１の５ ６２２の１ ６２２の２の内 

 ６２４の内 ６２６の１の内 ６２６の２の内 

 ６２７ ６２８の１～６２８の３ ６２９の１

～６２９の３ ６３０の１～６３０の４ ６３２
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の１の内 ６３２の２の内 ６３２の３の内 ６

３３ ６３４の１～６３４の３ ６３５ ６３６ 

 ６３７の１ ６３７の２ ６３８の１ ６３８

の２ ６３９ ６４０ ６４１の１～６４１の５ 

 ６４２の１～６４２の４ ６４３の１ ６４３

の２ ６４４の１の内 ６４４の２の内 ６４６

の１の内 ６４６の２の内 ６４６の３ 

出戸 １２３の１ １２３の３ １２４の１ １２５の

１ １２５の４ １２６の１ １２６の２ １２

７の１ １２７の２ １２８の１～１２８の３ 

１３２の３ １３２の５ １３９の２の内 

１３７に隣接する道路である公有地の一部 

１３９の２に隣接する水路である公有地の一部 

三畝物 １５１の４の内 １６４の１～１６４の３ １６

７ 

金田西三丁目 中島 山の台 ２２１の３～２２１の５ ２２２の２ １，０８

５～１，０８７ １，０８９ １，０９１ １，

０９２の１～１，０９２の３ １，０９３ １，

０９４ １，１０２ １，１０５の１ １，１０

５の２ １，１０５の４ １，１０５の５ １，

１０６の１ １，１０６の２ １，１０７の１～

１，１０７の４ １，１０９の１ １，１０９の

２ １，１１０ １，１１１の１ １，１１１の

１１ １，１１１の１２ １，１１２ １，１１

３の１～１，１１３の６ １，１１４～１，１１
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６ １，１１７の１ １，１１７の２ １，１１

８ １，１１９ １，１２０の１ １，１２０の

２ １，１２１ １，１２２の１ １，１２２の

２ １，１２３ １，１２４ １，１２５の１ 

１，１２５の２ １，１２６の１ １，１２６の

２ １，１２７ １，１２８の１～１，１２８の

４ １，１２９～１，１３３ １，１３５の１～

１，１３５の６ １，１３６の１ １，１３６の

２ １，１３７ １，１３８ １，１４０～１，

１４３ １，１４４の１～１，１４４の４ １，

１４５～１，１４７ １，１４８の１ １，１４

８の２ １，１４９ １，１５０ １，１５２の

１～１，１５２の５ １，１５４の１ １，１５

４の２ １，１５７ １，１５８の１～１，１５

８の７ １，１５９ １，１６０ １，１６３～

１，１６５ １，１６６の１ １，１６６の２ 

２，９２１の２ ２，９２２の２ ２，９２５ 

２，９２６ 

柳原 ９３４の２ ９３７の４ ９３７の５ ９９０の

１ ９９０の３ ９９１の１ ９９２の１ ９９

３の１ ９９４の１ ９９４の２ ９９５の１ 

９９６の１ ９９７の１ ９９８の１ ９９９の

１～９９９の９ １，０００の１ １，０００の

２ １，００１の２の内 １，００３の２ １，

００４の１の内 １，００４の２ １，００５～
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１，００７ １，００８の１～１，００８の４ 

１，００９～１，０１２ １，０１３の１ １，

０１３の２ １，０１４～１，０１７ １，０１

８の１～１，０１８の３ １，０１９の１～１，

０１９の３ １，０２０ １，０２１の１ １，

０２１の２ １，０２２の１ １，０２２の２ 

１，０２３の１～１，０２３の５ １，０２４の

１～１，０２４の４ １，０２５の１ １，０２

５の２の内 １，０２５の３ １，０２５の４ 

１，０２６～１，０３１ １，０４０の１ １，

０４０の２ １，０４１ １，０４２の１ １，

０４２の２ １，０４３ １，０４４ １，０４

５の１ １，０４５の２ １，０４６の内 １，

０４７の内 １，０４８の１の内 １，０４８の

２の内 １，０４９の１の内 １，０４９の２の

内 １，０５０の内 １，０５１～１，０５６ 

１，０５７の１～１，０５７の７ １，０５８～

１，０６６ １，０６７の１ １，０６７の２ 

１，０６８の１～１，０６８の３ １，０６９ 

１，０７０の１～１，０７０の３ １，０７１～

１，０７４ １，０７５の１ １，０７５の２ 

１，０７６の１ １，０７６の２ １，０７７ 

１，０７９ １，０８０ １，０８１の１～１，

０８１の４ １，０８２ １，０８３ １，０８

４の１ １，０８４の２ ２，６３６の３ ２，
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６４６の１ ２，６４９の１・２，６４９の３合

併 ２，６４９の２ ２，６４９の４ ２，６５

０の１～２，６５０の３ 

早稲田 ２，８２０ 

打越 ２，９１１の１ ２，９１１の３ ２，９１９の

３ ２，９１９の６ 

瓜倉 鯨 １６８の１の内 １６８の２の内 

中宿 ２４６の３の内 ２５６の１の内 ２５６の２の

内 ２５７の内 ４９８の１の内 ４９８の２ 

４９８の３ ４９８の４の内 ４９９の内 ５０

４の１の内 ５０４の２の内 

田迎 １２９の１の内 １２９の２の内 １３０の内 

１３１の内 １３２の１の内 １３２の２の内 

１３３の１の内 １３３の２の内 １３３の４の

内 １３３の５の内 １３４の１の内 １３４の

２ １３５の１の内 １３５の２の内 １３９の

１の内 １４０の１の内 １４０の２の内 １４

０の３の内 １４１の内 １４２の１の内 １４

２の２の内 １４４の１の内 １４４の２の内 

１４４の３の内 １４４の４の内 １４５の内 

１４６の内 １４７の２の内 １４８の内 １４

９の１の内 １４９の３の内 １５０の１の内 

１５０の２の内 ５５６の２の内 ５６２の１の

内 ５６２の２の内 ５６２の３ ５６３の内 

５６４の１ ５６４の２ ５６５ ５６６の内 
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５７０の１の内 ５７０の２の内 ５７０の３の

内 ６２２の２の内 ６２３の１～６２３の３ 

６２４の内 ６２５の１ ６２５の２ ６２６の

１の内 ６２６の２の内 ６３２の１の内 ６３

２の２の内 ６３２の３の内 

向野 ２２２の１ ２２２の３ 

金田西四丁目 中島 下小胼 ３，１５０の６の内 ３，１５４の５ ３，１５

４の６ ３，１５４の７の内 ３，１５４の９の

内 ３，１５４の１０の内 ３，１５５の３ 

３，１５５の４の内 ３，１５６の６の内 ３，

１５６の７ ３，１５７の７の内 ３，１５７の

８の内 

勇野 ３，６３０の２の内 ３，６４４の５ 

瓜倉 田迎 １２９の１の内 １２９の２の内 １３０の内 

１３１の内 １３２の１の内 １３２の２の内 

１３３の１の内 １３３の２の内 １３３の３ 

１３３の４の内 １３３の５の内 １３４の１の

内 １３５の１の内 １３５の２の内 １３９の

１の内 １３９の３ １４０の１の内 １４０の

２の内 １４０の３の内 １４０の４ １４０の

５ １４１の内 １４２の１の内 １４２の２の

内 １４４の１の内 １４４の２の内 １４４の

３の内 １４４の４の内 １４５の内 １４６の

内 １４７の１ １４７の２の内 １４８の内 

１４９の１の内 １４９の２の内 １５０の１の
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内 １５０の２の内 １５０の３の内 ２８３の

１の内 ２８３の２～２８３の４ ２８４の１ 

２８４の２ ２８５の１の内 ２８５の２の内 

２８６ ２８８の１ ２８８の２ ２８９の１ 

２８９の２ ２９０ ２９１の１ ２９１の２ 

２９３の１ ２９３の２ ２９５の１ ２９５の

２ ２９８の１～２９８の３ ２９９ ３００ 

３０１の１～３０１の３ ３０２ ３０３の１ 

３０３の２ ３０４の１ ３０４の２ ３０５の

１～３０５の３ ３０６ 

安戸台 ３０７の１ ３０７の２ ３０８の１ ３０８の

２ ３０９～３１２ ３１３の１ ３１３の２ 

３１４ ３１５ ３１６の１～３１６の５ ３１

７の１～３１７の４ ３１８の１ ３１８の２ 

３１９の１ ３１９の２ ３２０～３２２ ３２

３の１ ３２３の２ ３２４ ３２５ ３２６の

１～３２６の３ ３２７の内 ３２９の２の内 

３７２の３の内 ３８０の１の内 ３８０の２ 

３８１の内 ３８２の１の内 ３８２の２ ３８

５の１ ３８５の２ ３８６ ３８７の１ ３８

８の１～３８８の４ ３９０ ３９１ ３９２の

１ ３９２の２ ３９３ ３９４の１ ３９４の

２ ３９５ ３９６の１ ３９６の３ ３９６の

４ ３９７ ３９８の１～３９８の４ ３９９ 

４００の１～４００の３ ４０１～４０３ ４０
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４の１ ４０４の２ ４０５ ４０６の１ ４０

６の２ ４０７の１ ４０７の２ ４０８ ４０

９の１ ４０９の２ ４１３ ４１４ ４２８の

１～４２８の４ ４３０の１の内 ４３０の２の

内 ４３０の３の内 ４３２の１の内 ４３２の

２ ７３０の内 ７４８の内 ７４９の１の内 

７４９の３ ７４９の４ ７５０の内 ７５１の

１の内 ７５１の２ ７５１の３の内 ７５２ 

７５３の１ ７５３の２ ７５４～７５７ ７５

８の１ ７５８の２ ７５９の１ ７５９の２ 

７６０ ７６５の１ ７６５の２ ３，６３６の

３ ３，６３６の５ ３，６４４の３ ３，６４

４の４ 

霞野 ７６８の１ ７６８の２ ７６９ ７７０ ７７

２～７７４ ７７５の１ ７７５の２ ７７８ 

７７９ ７８０の１の内 ７８０の２の内 ７８

０の３の内 ７８１の１ ７８１の２ ７８２ 

７８３ ７８４の内 ７８５ ７８６の内 ７８

７の１の内 ７８７の２の内 ７８８の１の内 

７８８の２の内 ７８８の３の内 ８６３の１～

８６３の４ ８６４ ８６５の内 ８６６ ８６

７の内 

金田西五丁目 中島 安戸 ３，６５１の３ ３，６５２の２ 

下小胼 ３，１５０の４ ３，１５０の６の内 ３，１５

１の３ ３，１５４の７の内 ３，１５４の９の
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内 ３，１５４の１０の内 ３，１５５の４の内 

 ３，１５６の６の内 ３，１５７の７の内 

３，１５７の８の内 

勇野 ３，６３０の２の内 ３，６４９の４ ３，６４

９の６ ３，６５０の３ 

瓜倉 田迎 １４９の２の内 １５０の１の内 １５２の１の

内 １５２の２の内 １５３の内 １５４の１の

内 １５５の１の内 １５５の２ １５５の３ 

１７６の１ １７６の２の内 １７６の３の内 

１７６の４の内 １７７の１ １７７の２の内 

１７８の１ １７９の１の内 １７９の２の内 

１８０の内 １８１の１の内 １８１の３の内 

１８２の１の内 １８２の２の内 １８３の内 

１８４の内 ２６２の１の内 ２６２の２ ２６

２の３の内 ２６３ ２６４の１ ２６４の２ 

２６５～２６７ ２６８の１ ２６８の２ ２７

０～２７３ ２７４の１～２７４の３ ２７６の

内 ２７７～２８２ ２８３の１の内 ２８５の

１の内 ２８５の２の内 

出戸 １３６の２ １３７ １３８の１～１３８の４ 

１３９の２の内 １４３ 

１３７に隣接する道路である公有地の一部 

１３８の３に隣接する水路である公有地の一部 

三畝物 １５１の１～１５１の３ １５１の４の内 １８

１の２ １８１の４ 
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上出来河原 ２６８の３ ２６９の４ ２６９の５ ２６９の

９ ２７４の３ ２７５の４ ２７５の７ ２８

０の３ ２８７の１ ２８７の３ 

下出来河原 ２９７ 

安戸台 ３２７の内 ３２８ ３２９の１ ３２９の２の

内 ３２９の３ ３３０ ３３１の１～３３１の

３ ３３２～３３６ ３３７の１ ３３７の３ 

３３７の４ ３３８ ３３９ ３４０の１ ３４

０の２ ３４１の内 ３６３の１の内 ３６３の

２ ３６４ ３６５の１ ３６５の２ ３６６ 

３６７の１～３６７の３ ３６８の１ ３６８の

２ ３６９の１～３６９の３ ３７０ ３７１ 

３７２の１ ３７２の２ ３７２の３の内 ３７

３ ３７４ ３７５の１ ３７５の２ ３７６の

１～３７６の６ ３７７の１～３７７の６ ３７

８ ３７９ ３８０の１の内 ３８１の内 ３８

２の１の内 ４１９の１～４１９の８ ４２０の

１～４２０の６ ４２１の１～４２１の３ ４２

２ ４２３の１ ４２３の２ ４２４ ４２５の

１～４２５の３ ４２６ ４２７の１ ４２７の

２ ４２９の１ ４２９の２ ４３０の１の内 

４３０の２の内 ４３０の３の内 ４３１の１ 

４３１の２ ４３２の１の内 ４３３ ４３４の

１～４３４の３ ４３５の１ ４３５の２ ４３

６の１～４３６の５ ４３７ ４３８の１ ４３
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８の２ ４３９の１ ４３９の２ ４４０ ４４

１の１ ４４１の２ ４４２～４４５ ４４６の

１ ４４６の２ ４４７～４４９ ４５０の１～

４５０の３ ４５１の１ ４５１の２ ４５２ 

４５３の１ ４５３の２ ４５４の１の内 ４５

４の２ ４５４の３ ４５５の１ ４５５の２ 

４５６の１ ４５６の２ ４６０の内 ４８７の

１ ４８７の２ ４８８ ４８９の１～４８９の

４ ４９０の１ ４９０の２ ４９１ ４９２の

１～４９２の３ ４９３ ４９４ ４９５の内 

４９７の１～４９７の３ ７１７ ７１８ ７１

９の１ ７１９の２ ７２０ ７２１の１ ７２

１の２ ７２２～７２９ ７３０の内 ７３５ 

７３６ ７４８の内 ７４９の１の内 ７５０の

内 ７５１の１の内 ７５１の３の内 

山王後 ３３６の３ ３３７の２ 

安戸 ３８４の２ ３８７の２ ３８９の１ ３８９の

２ ３９４の４ ３９４の５ ４１０の１～４１

０の３ ４１１の１ ４１２の１ ４１２の２ 

４１６ ４１７ ４１８の１ ４１８の２ 

前井戸 ４５７の２ ４５８の１ ４５８の２ ４５９の

２ ４６２の２ 

霞野 ７８０の１の内 ７８０の２の内 ７８０の３の

内 ７８４の内 ７８６の内 ７８７の１の内 

７８７の２の内 ７８８の１の内 ７８８の２の
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内 ７８８の３の内 ７８８の４ ７８９ ７９

０の１ ７９０の２ ７９１ ７９２の１ ７９

２の２ ７９３の１～７９３の４ ７９４ ７９

５ ７９６の１ ７９６の２ ７９７ ７９８の

１ ７９８の２ ７９９～８０１ ８０２の１ 

８０２の２ ８０３ ８０４の１～８０４の７ 

８０５ ８０６の１ ８０６の２ ８０７ ８０

８の１の内 ８０８の２の内 ８０９の内 ８３

８の１の内 ８３８の２の内 ８３９ ８４０の

内 ８４１～８４４ ８４５の１～８４５の３ 

８４６の１～８４６の３ ８４７ ８４８の１ 

８４８の２ ８４９の１ ８４９の２ ８５０の

１ ８５０の２ ８５１ ８５２の１～８５２の

３ ８５３の１～８５３の４ ８５４の１ ８５

４の２ ８５５～８５７ ８５８の１ ８５８の

２ ８５９ ８６０の１～８６０の３ ８６１ 

８６２ ８６５の内 ８６７の内 ８６８ ８６

９の１ ８６９の２ ８７０の１～８７０の４ 

８７１の１ ８７１の２ ８７２の１ ８７２の

２ ８７３～８７６ ８７７の１ ８７７の２ 

８７８ ８８０の１～８８０の３ ８８１～８８

３ ８８４の１ ８８４の２ ８８５ ８８６ 

８８７の１ ８８７の２ ８８８ ８８９の１～

８８９の５ ８９０ ８９２～８９４ ８９５の

１ ８９５の３ ８９６の２ ８９６の３ ８９
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７の１ ８９７の２ ８９７の４ ８９８～９０

２ ９０３の１ ９０３の２ ９０４ ９０５の

１～９０５の６ ９０６の１～９０６の３ ９０

７ ９０８ ９０９の１ ９０９の２ ３，５６

１の２ 

八人物 ３８１の３ ３８３の４ 

畔戸 出来河原 １，９１０の２の内 １，９１８の１の内 １，

９１８の２ １，９１８の３ １，９１９の１～

１，９１９の３ １，９２０の１～１，９２０の

３ １，９２１の１ １，９２２～１，９２６ 

１，９５６の内 １，９５７ １，９５８の内 

１，９５９の１の内 １，９５９の２～１，９５

９の９ １，９６２～１，９６４ 

内河原 １，７０１の２ １，７５０の４ １，７５２の

２ 

及びこれらの区域に隣接介在する道路、水路等である公有地の一部 

 備考 上記の土地の表示は、令和８年６月１日現在の登記事項証明書によるものである。 
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議案第１０２号 

   令和７年度木更津市下水道事業決算の認定について 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和７年度木更

津市下水道事業決算を別冊のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

  令和８年８月２７日提出 

                          木更津市長  渡 辺  芳 邦 

   決算書類 

１ 決算報告書 

２ 損益計算書 

３ 剰余金計算書 

４ 剰余金処分計算書 

５ 貸借対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 令和７年度木更津市下水道事業決算の認定を受けようとするものである。 
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